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米
軍
資
余
導
入
反
対
全
塾
学
生
大
会

が
、
七
月
石
一
日
（
余
）
午
後
七
時
よ
り

三
田
5
1
8
尽
教
室
で
行
な
わ
れ
、
約
三
千

人
以
上
の
学
友
が
こ
こ
に
結
集
し
た
。

　
午
後
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
三
田
文

学
会
の
学
生
大
会
は
ス
ト
権
を
可
決
し

三
田
理
財
学
会
学
生
大
会
は
、
拒
否
宣

言
、
公
聴
会
要
求
を
決
議
し
た
が
、
政

治
、
法
律
各
学
生
大
会
は
、
ス
ト
反
対
派

賜のすえ

削節l圃宣]趾
ア月４日、日吉学生大食

の
学
生
に
よ
る
議
事
妨
害
等
が
あ
り
、

結
局
、
両
大
会
と
も
流
会
。

　
現
在
2
4
時
間
ス
ト
続
行
中
の
日
吉
に

お
け
る
学
生
大
会
は
、
無
期
限
ス
ト
を

可
決
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
各
単

位
学
生
大
勁
及
び
地
区
学
生
大
会
を
集

約
す
る
全
塾
学
生
大
会
で
は
、
最
初
か

ら
ス
ト
反
対
派
の
学
生
数
十
名
が
、
議

場
に
つ
め
か
け
開
催
か
ら
緊
張
し
た
空

　
尽
學
生
大
会
が
、
七
月
四
日
（
水
）

午
後
一
二
時
四
〇
分
か
ら
並
木
遣
に
お

い
て
聞
か
れ
た
。

　
日
吉
自
治
委
員
長
村
川
君
に
よ
っ
て

大
会
宣
言
が
な
さ
れ
、
議
長
団
に
大
会

実
行
委
員
の
高
昧
君
他
一
名
が
、
選
出

さ
れ
た
。

　
次
に
全
塾
自
治
会
の
石
井
君
が
六
月

一
八
日
か
ら
七
月
四
日
に
至
る
ま
で
の

事
実
経
過
を
報
告
し
た
。
特
に
、
六
月

二
九
日
、
三
〇
日
に
情
勢
が
二
転
三
転

し
た
こ
と
、
七
月
一
日
新
聞
等
に
発
表

さ
れ
た
塾
長
声
明
は
、
昨
年
六
月
発
表

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
四
項
目
を
変
え
て
い

ト
ー
Ｓ
―

Ｉ
Ｉ
Ｉ
－

気
が
流
れ
、
一
時
は
大
会
の
議
事
進
行

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
程
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
仝
塾
自
治
会
の
地
道
な
説

明
が
効
を
奏
し
て
、
次
第
に
議
事
は
軌

道
に
乗
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
途
中
会
田

財
務
理
事
・
密
売
長
各
学
部
学
生
部

副
部
長
ら
が
入
場
、
学
生
側
は
会
田
理

事
だ
け
で
は
な
く
、
塾
長
の
出
席
を
求

め
た
が
、
結
局
そ
の
願
い
ぱ
か
な
え
ら

し
て
き
た
こ
と
に
対
し
責
任
を
取
っ
て

い
な
い
と
い
う
点
で
全
く
ぶ
当
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
次
に
日
吉
自
治
委
員
長
村
川
君
が
基

調
報
告
を
行
な
い
、
全
塾
自
治
会
と
協

議
の
う
え
、
三
日
に
塾
長
団
交
を
五
日

に
開
く
よ
う
申
し
込
み
、
四
日
午
後
三

時
そ
の
回
答
が
よ
せ
ら
れ
た
。
又
、
四

日
、
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
七
月
八
日
に

公
聴
会
を
開
く
と
い
う
塾
長
声
明
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
あ
と
討
諭
に
う
つ
っ
た
が
、
米

軍
資
金
導
大
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ぎ
ま

な
見
解
、
ス
ト
の
賛
否
等
の
熱
の
こ
も

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

れ
ず
、
ス
ト
反
対
派
の
学
生
ら
が
一
方

的
に
退
場
す
る
こ
と
に
よ
り
・
、
学
生
大

会
は
集
会
に
な
っ
た
。

　
そ
の
汝
、
午
前
三
時
頃
ま
で
学
生
た

ち
は
熱
心
に
討
論
を
続
け
、
ス
ト
権
が

決
議
は
出
さ
れ
ず
散
会
し
た
。

並
木
道
に
二
千
人

７
・
１
　
日
吉
学
生
大
食

　
七
月
一
日
、
午
後
十
二
時
半
か
ら
並

本
道
に
お
い
て
、
日
吉
学
生
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
定
足
数
一
〇
六
〇
人
至
ハ

幅
に
上
ま
る
二
千
名
以
上
の
参
加
を
も

っ
て
成
功
し
た
。
村
川
日
吉
自
治
委
員

長
は
、
基
調
報
告
で
、
そ
の
日
の
公
聴

会
に
向
け
て
再
確
認
し
た
こ
と
は
、
大

学
と
い
う
機
関
は
「
一
つ
の
社
会
的
存

在
で
あ
る
の
だ
か
ら
社
会
的
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
ま
た
研
究
者
の
学
問
研
究

一
　
直
ち
に
議
場
が
封
鎖
さ
れ
て
投
票
に

ス
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
全
投
票
敬
三

三
七
一
、
賛
成
一
五
一
。
乙
１

‐
。
・
ハ
、
反
対
ニ
ハ

　
○
ぺ
棄
権
一
〇
七
、
無
効
二
五
。

　
　
こ
の
結
果
で
は
賛
否
い
ず
れ
も
過
半

　
数
二
八
三
六
に
達
し
て
い
な
い
の
で
三

一
〇
分
間
討
諭
の
う
え
再
投
票
さ
れ
る
こ

五
に
決
定
。
そ
の
後
帰
っ
た
人
が
か
な

一

り
い
た
が
、
あ
た
り
が
暗
く
な
っ
て
き

　
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
な
人
数

　
が
潟
に
と
ど
よ
っ
て
熱
心
に
大
会
を
続

　
行
さ
せ
た
。

　
六
時
四
九
分
、
村
川
ぢ
か
ら
該
決
提

起
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
ス
ト
の

形
態
は
二
十
四
時
間
の
時
限
ス
ト
に
す

る
と
い
う
付
帯
条
件
が
出
さ
れ
た
。

　
午
後
七
時
、
再
投
票
が
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
。

原
君
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
「
七
月
一
日
の
公
聴
会
は
、
同
日

発
表
さ
れ
た
塾
長
声
明
に
よ
っ
て
開
催

の
必
要
が
な
か
っ
た
。
塾
監
局
に
私
た

ち
が
い
な
い
が
、
機
能
は
ス
ム
ー
ズ
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
責
務
を
放
棄
し
た

こ
と
で
は
な
い
。
七
月
八
日
公
聴
会
を

開
き
、
学
校
側
の
所
信
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
故
に
五
日
の
塾
長
団
交
は
開
か

な
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
午
後
四
時
一
五
分
ま
で
討

論
が
っ
づ
け
ら
れ
、
日
吉
自
治
委
員
長

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
み
る

と
我
々
の
と
る
方
法
が
ス
ト
ラ
イ
キ
以
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．
＿
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以
上
の
結
果
、
賛
成
票
が
過
半
数
一

五
〇
六
を
上
回
っ
た
た
め
、
ス
ト
権
が

確
立
さ
れ
た
。
村
川
君
に
よ
っ
て
ス
ト

宣
言
が
な
さ
れ
、
ま
た
五
日
正
午
か
ら

日
吉
臨
時
学
生
大
会
を
開
く
と
発
表
さ

れ
た
。

　
あ
る
学
友
が
「
我
々
の
先
輩
は
学
徒

出
陣
の
時
に
瓦
の
上
″
を
歌
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
我
々
も
こ
れ
か
ら
の
戦

い
を
前
に
銘
の
上
″
を
歌
お
う
で
は

―
－
ｉ
一
ｙ
！
Ｉ
Ｉ

ａ

ｓ
．
１
１

ｊ
&
ｓ
＝
ｊ
ａ

は
、
人
類
の
福
祉
、
平
和
の
た
め
に
、

貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ

大
学
の
自
治
は
、
外
的
強
制
に
屈
し
て

な
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
。
ま

た
米
軍
資
金
の
導
入
問
題
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
①
発
明
の
実
施

権
は
、
研
究
者
と
米
陸
軍
に
あ
る
こ
と

②
元
Ａ
Ｐ
記
者
が
脳
を
腐
ら
す
寄
生
虫

の
研
究
を
暴
露
し
た
こ
と
③
研
究
資
金

の
一
｛
一
％
が
生
物
医
学
関
係
で
あ
る
こ
と

等
を
あ
げ
て
、
軍
事
研
究
の
反
対
の
意

志
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
日
吉
の
各

学
会
の
代
表
の
決
帛
ハ
閲
が
あ
り
、
公

聴
会
の
要
求
と
拒
点
号
‥
獲
得
の
決
意

を
述
べ
た
。
最
後
に
、
決
議
文
（
①
公

聴
会
開
催
貫
徹
②
指
点
号
‥
獲
得
③
当

局
の
責
任
追
求
の
三
点
）
が
提
起
さ
れ

投
票
に
入
っ
た
。
結
果
は
、
総
白
票
数

二
二
八
一
票
申
、
賛
成
五
つ
ニ
、
反

対
三
六
、
棄
権
八
八
で
、
決
議
文
を
採

択
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
寺
尾
誠

経
済
学
部
助
教
授
、
片
桐
商
学
部
助
教

授
が
出
席
さ
れ
、
教
員
有
志
か
ら
当
局

に
対
し
て
①
公
聴
会
の
開
催
を
要
求
②

米
軍
資
余
を
受
け
る
こ
と
は
大
学
総
体

と
し
て
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る

べ
き
だ
、
と
の
主
旨
の
要
望
書
を
発
表

し
た
。
こ
の
後
、
公
聴
会
に
参
加
す
る

約
二
千
人
が
バ
ス
で
三
田
に
向
っ
た
。
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久
野
理
事
は
、
二
七
日
昼
休
み
、
三

田
の
中
庭
集
会
に
出
席
し
、
塾
生
約
五

-
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こ
れ
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塩

に
な
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果
が
、
’
軍
事
的
目
的

累
が
あ
る
こ
と
が

ご
蔡
一
つ
い
て
我
々

Ｉ
Ｓ
　
Ｉ
　
“

ｌ
ｌ
毀
を
考
え

が
？
こ
の
設
問
に

否
で
あ
る
。
こ
の
種

７
料
￥
看
は
一
般
に

採
用
し
う
る
。
も
し

和
主
義
の
立
場
に
立

い
か
な
る
場
合
で
も

い
う
だ
ろ
う
。

、
あ
る
裡
の
軍

る
と
い
う
相
対

。
で
あ
れ
ば
、
彼

的
の
た
め
に
は

的
に
行
な
い
う

・
。
例
え
ば
第
二

シ
ョ
の
軍
事
行

成のい分れにつと刎白う浙ズ、碗iS:　1－7゛S

’
日
’
力
の
原
子
物
理

ヽ
の
好
例
で
あ
る
。
ｗ

ラ
ラ
ン
ス
、
中
国
｀

児
ち
の
場
合
も
そ
ｔ

」
う
し
た
相
対
的
平
　
一

一
を
も
つ
場
合
に
は
ｔ

べ
き
だ
と
い
う
こ
と

--・-ヽ

4
￥
9
1
4
1

笠
て
ば
、
　
｀

蜀
用
は
肯
Ｊ

　
（
積
極
的
Ｊ

５
　
　
　
　
｛

内八がい

ｰ
たヒっう
●･　---t―　-..
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全
塾
自
治
会
は
、
七
月
一
日
の
三
田

に
三
五
〇
〇
人
の
学
友
を
結
集
し
た
大

集
会
に
お
い
て
「
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
」

を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
、
四
日

ヽ

日
吉
全

学
学
生
大
会
で
「
ス
ト
桐
確
立
」
を
も

っ
て
日
吉
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
（
無

期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
）
に
突
入
し
た
。
こ

れ
は
六
五
年
の
学
費
闘
争
以
来
三
年
ぶ

り
の
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
何
故
我
々
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を

゛
５
っ
ｒ
、
同
っ
ｌ
ｆ
’
、
ぶ
’
つ
。
’
ぶ
ｌ
り
戸
、
に

久
野
理
事
を
し
て
「
公
聴
会
は
七
月
一

日
に
開
く
。
し
か
’
￥
の
公
聴
会
は
、

金
玉
、
塾
長
以
下
仝
理
事
、
学
部
長
、

教
員
の
意
志
疎
通
を
も
っ
て
大
学
の
最

終
的
意
志
決
定
を
行
な
う
た
め
の
も
の

で
あ
る
」
を
発
言
せ
し
め
た
。

　
し
か
し
、
二
九
日
に
は
い
り
大
学
当

局
の
態
度
が
二
転
、
三
転
す
る
こ
と
に

よ
り
事
情
は
一
変
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
県
当
局
は
、
論
理
的
に

4
1
.
1
L
j
S
/
'
5
1
r
g
l
sh
t
t
p
:
/
/
w
w
ｗ
.
ｌ
１
１

ｌ
！
ｌ

釈
明
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
塾
当
局
の
通
達
は
全
く

の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
問
ら
か

に
な
っ
た
。

　
更
に
塾
長
声
明
に
お
い
て
、
「
学
生

が
騒
ぎ
世
間
の
疑
惑
を
ま
ね
い
た
の
で

資
金
導
入
を
辞
退
す
る
」
と
い
う
問
題

の
本
質
を
回
避
し
た
声
明
又
を
だ
し
、

し
か
も
、
従
来
の
四
項
目
の
正
し
さ
を

確
認
し
た
の
で
あ
る
。

１
=
１
１

１
‐
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｕ
．
．
ｌ
ｌ
Ｊ
４
．
Ｊ
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Ｊ
ｓ
ｌ
ｌ
_
＆

を
全
く
放
棄
し
た
も
の
で
し
か
あ
り
え

な
い
。
塾
長
、
理
事
の
い
な
い
大
学
が

大
学
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
は
や

大
学
の
自
治
を
担
う
も
の
は
学
生
で
し

か
な
い
で
は
な
い
か
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
血
の
に
じ
む
努
力
を

重
ね
、
し
か
も
妥
協
に
妥
協
を
重
ね
て

公
聴
会
を
要
求
し
て
き
た
が
、
そ
の
た

び
に
裏
切
ら
れ
て
き
た
。

　
米
軍
資
金
導
入
問
題
は
、
慶
応
の
機

構
内
部
に
蓄
積
し
て
い
た
矛
盾
、
腐
敗

を
露
呈
さ
せ
た
。
米
軍
責
全
問
題
の
真

の
解
決
は
、
塾
長
声
明
と
い
う
一
枚
の

紙
で
は
な
く
、
大
学
総
体
と
し
て
、
過

去
九
年
間
導
入
を
許
し
て
き
た
こ
と
に

対
し
、
深
く
自
己
批
判
し
、
全
ハ
学
人

が
共
同
し
て
拒
頁
号
‥
を
だ
す
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
最
後
の
し
か
も

唯
一
の
道
は
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
体
制
を

Ｉ

・
ｓ
●
９
ｅ
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一
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ｇ
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ｌ
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ｇ
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ｌ
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ｌ
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ｌ
ａ
ｅ
・
ｓ
ぬ
ｅ
ｌ
ｓ
ｅ
・
ｓ
ａ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｔ
・

問
わ
れ

る

１
－
ｌ
ｊ

確
立
し
、
そ
の
中
で
塾
長
団
公
を
要
求

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
学
友
は

語
っ
た
。
「
ス
ト
ラ
イ
キ
で
大
学
自
治

を
復
建
し
、
よ
り
よ
い
学
園
と
反
戦
平

和
の
た
め
の
砦
を
築
こ
う
」
と
。
換
言

す
れ
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
我
々
学
生
が

せ
ぎ
る
を
得
な
い
程
、
慶
応
の
自
治
は

腐
敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自

治

意

識

の
所

在

　
米
軍
資
金
導
入
問
題
に
つ
い
て
の
ク

ラ
ス
討
論
を
行
な
っ
た
ク
ラ
ス
の
中
に

は
、
米
軍
資
金
導
入
問
題
は
七
月
一
日

付
け
の
塾
員
に
よ
る
医
学
部
米
軍
資
金

導
入
辞
退
の
声
明
に
よ
っ
て
一
応
、
解

決
し
た
、
と
い
う
発
言
が
目
究
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
発
言
者
は
申
し
合
わ
せ

た
様
に
、
声
明
文
の
「
米
軍
資
金
導
入

辞
退
」
と
い
う
結
論
に
し
か
触
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
こ
の
「
辞
退
」
と
い
う

結
論
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
な
の

だ
。

　
そ
こ
で
も
う
一
度
、
七
月
一
日
の
永

沢
声
明
の
内
容
を
検
対
し
て
み
よ
う
。

声
明
文
は
三
点
に
別
れ
て
い
た
。
第
一

点
は
、
「
大
学
に
お
け
る
研
究
者
の
信

念
と
良
識
に
基
く
研
究
の
自
由
は
大
学

の
ぶ
質
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
研
究
者
の

研
究
の
自
由
の
絶
対
性
を
述
べ
て
お
き

な
が
ら
第
二
点
で
は
、
「
し
か
し
な
が

ら
、
大
学
に
お
け
る
学
問
研
究
の
自
由

を
保
障
す
る
た
め
に
詐
さ
れ
て
い
る
高

度
の
自
治
も
大
学
が
公
共
の
利
益
や
社

会
の
枠
外
に
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
、
こ

こ
で
第
一
点
で
述
べ
た
研
究
者
に
よ
る

学
問
研
究
の
絶
対
的
自
由
に
条
件
を
付

け
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
次
の
文
章
を
引
き
出
す

た
め
の
序
文
で
あ
り
、
要
す
る
に
言
い
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゛ふ

し
、
そ

と
い
う

重
、
社

の
憎
悪

い
う
こ

今
更
述

ろ
う
。

れ担と部

ばでいに

なあうお
.~　-ﾀ　W-　●、

￥

が
μ

μIJ
生

｀Ｓ

１＿

・
Ｓ
Ｉ
ゆ
あ
Ｉ
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ｓ
・
・
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・

一
、
僕
た
ち
は
、
医
者

あ
る
い
は
、
医
学
に

撞
求
を
、
さ
し
あ
た

じ
て
い
る
の
で
あ
る

云
々
し
な
い
ま
で
も

一
の
社
会
の
中
で
生
活

・
自
ら
全
ま
ず
生
き
る

・
’
、
当
然
、
人
命
の
尊

柾
あ
る
い
は
、
悪
へ

正
義
を
勝
ち
と
る
と

昧
し
て
い
る
こ
と
は

七
も
な
い
こ
と
で
あ

、
医
学

て
い
る

阿
詩
仙

ｙ
い
と
い
う
だ
け
で
は
解

ｙ
、
特
に
研
究
資
金
面
で

回
月
詣

尊
重
と
、
　
盤
に
立
脚
し
て
い
る

こ
と

椙

り
ば
真
狸
の
探

求
へ
の
　
　
の
意
欲
を
た
だ
単
に
満

-

え
、
大
学
の
自
治
を
守
り
、
併
せ
て
学

園
内
は
無
益
の
混
乱
を
起
こ
し
て
教
育

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
慮
り
、
米
軍

の
補
助
辞
退
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
こ
で
も
又
、
米
軍
資
金
が
軍
事
目

的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
と
い
う
一
般
社
会
の
疑
惑
が
云
々
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
程
ま
で
に
「
世
間
の

目
」
に
心
を
配
っ
て
い
る
学
校
側
は
、

全
く
と
い
っ
て
良
い
程
、
「
塾
生
の

目
」
、
「
塾
生
の
意
見
」
に
触
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
触
れ
方
と
い
う

の
が
、
塾
生
の
抗
議
＝
無
益
の
混
乱
と

い
う
図
式
に
よ
っ
て
の
み
語
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
学
校
側
の
い
う
無
益
の
混
乱

と
い
う
発
想
は
、
学
園
を
外
か
ら
眺
め

る
第
三
者
的
、
傍
観
者
的
式
場
を
表
わ

し
て
い
る
。
即
ち
、
塾
長
の
様
に
塾
生

の
抗
議
運
動
の
高
揚
に
怖
れ
を
な
し
て

某
ホ
テ
ル
ヘ
逃
げ
隠
れ
、
そ
こ
か
ら
、

つ
ま
り
外
部
か
ら
学
園
を
操
作
し
よ
う

と
し
て
い
る
極
め
て
、
塾
生
と
の
対
話

を
拒
否
し
た
姿
勢
に
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　
つ
ま
り
、
米
軍
資
金
導
入
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
％
％
Ｓ
Ｘ
％

に
よ
っ
て
世
間
が
騒
が
な
け
れ
ば
、
又

　
　
　
　
Ｓ
Ｘ
Ｘ
Ｓ
Ｓ
４

学
生
が
騒
が
な
け
れ
ば
米
軍
資
金
は
、

今
後
続
け
た
い
の
が
当
局
の
意
向
で
あ

る
。
九
年
間
続
け
て
き
た
米
軍
資
金

導
入
が
、
た
ま
た
ま
去
年
、
商
業
新
聞

に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
な
け
れ
ば
当
局
と

し
て
は
そ
れ
で
事
は
済
ん
だ
の
で
あ

構
、
大
学
自
治
に
ま
で
濯
冗
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
大
学
自
治
と
は
一
体
何
な
の

か
、
ま
た
現
在
の
賤
応
の
自
治
は
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た

と
こ
ろ
ま
で
討
論
が
進
展
す
る
。

　
し
か
し
、
塾
員
声
明
が
新
聞
紙
上
に

出
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
討
論
の
内
容

に
不
統
一
性
が
顕
在
化
し
た
。
す
な
わ

ち
、
「
塾
員
は
『
辞
退
声
明
』
を
出
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
解
決

し
た
の
だ
、
従
っ
て
こ
れ
以
上
討
論
す

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ

る
。

　
米
軍
資
金
導
大
問
題
を
討
論
す
る
な

か
で
、
現
在
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
い
た
自

治
会
に
対
す
る
不
信
が
顕
在
化
し
た
。

自
治
会
の
配
布
す
る
ピ
ラ
を
信
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
極
端
な
例
で
は
、
資

料
ま
で
信
頼
で
き
な
い
よ
う
な
者
も
い

た
。

　
「
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
た

か
」
な
ど
は
明
ら
か
な
疑
問
点
で
あ
る

が
「
執
行
部
は
ヤ
ク
ト
的
に
み
れ
ば
何

か
」
と
か
「
革
命
家
を
気
ど
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
に
な
る
と
、
疑
問
点

と
い
う
よ
り
自
治
会
執
行
部
不
信
が
前

面
に
押
し
出
し
さ
れ
「
そ
の
よ
う
な
ハ

ネ
上
り
分
子
が
他
大
学
の
学
生
運
動
に

影
靭
さ
れ
て
活
動
し
て
い
＆
の
で
は
な

い
か
」
と
現
在
の
大
き
な
問
題
と
ま
っ

た
く
本
末
転
倒
し
た
偏
見
を
も
っ
た
学

生
が
現
に
塾
生
に
い
る
と
い
っ
た
こ
と
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